
名 船  発  掘 〈汽船〉

〈主要目〉貨客船、日清汽船所属、935総トン、

主機三達成汽機 2基 、 2軸 、速力10ノット、

旅客定員 94人、 903年 大阪鉄工所建造

湘 江

回イズの船名録では現役の
明治の日本客船

中
国
で
い
ま
だ
健
在
、
８８
歳

の
超
長
寿
船

戦
前
の
日
本
の
外
航
客
船
の
す
べ
て
を
収
録
し
た

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

「日
本
の
客
船
①

一
八
六
八
～

一
九

四
五
只
本
年
二
月
・海
入
社
刊
）
の
編
集
の
た
め
に
、

こ
こ
一
年
半
ほ
ど
古
い
日
本
客
船
の
船
歴
調
べ
に
忙

殺
さ
れ
た
。

本
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
稼
業
の
昼
休
み
時
間
を
利

用
し
て
、
平
河
町
の
海
事
資
料
セ
ン
タ
ー
に
何
度
も

足
を
は
こ
び
、
通
信
省
の
船
名
録
や
船
会
社

・
造
船

所
の
社
史
を
ひ
も
と
い
た
。
そ
の
た
め
、
昼
食
を
食

べ
は
ぐ
れ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
忙
し
い
本

業
の
合
間
を
縫
っ
て
、
二
百
数
十
隻
の
古
い
船
の
船

歴
を
調
べ
る
の
は
苦
し
い
作
業
だ
っ
た
が
、
調
査
の

中
で
意
外
な
発
見
が
あ
っ
た
り
し
て
、
充
足
感
に
ひ

た
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

そ
れ
は
た
と
え
ば
、
と
っ
く
の
音
に
廃
船
に
な
っ

た
か
、
戦
争
で
失
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
た
戦
前

・
戦

中
の
船
が
、
最
近
ま
で
外
国
で
元
気
に
稼
働
し
て
い

た
事
実
を
発
見
し
た
と
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
に
志

き
丸
只

一
九
二
四
年
建
造
）
で
あ
る
。
こ
の
船
は
、

一
九
七

一

（昭
和
四
十
六
）
年
に
別
府
航
路
か
ら
引

退
し
た
後
、
香
港
と
マ
カ
オ
を
結
ぶ
定
期
客
船

「華

山
」
と
し
て
七
年
間
稼
働
。
そ
の
後
、
タ
イ
、
モ
ル

ジ
ブ
と
転
々
と
し
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
十
七
）
年

に
火
災
事
故
を
起
こ
し
て
解
体
さ
れ
た
。
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戦
前
派
の
日
本
客
船
で
近
年
ま
で
稼
働
し
て
い
た

船
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
東
亜
海
運
の

「湾
南
丸
只

一

九
四
三
年
建
造
）
が
あ
る
。
こ
の
船
は
、
大
戦
末
期

に
長
江

（揚
子
江
）
下
流
で
触
言
し
、
沈
没
。
戦
後

引
き
揚
げ
ら
れ
、
中
国
の
沿
岸
航
路
貨
客
船

「
工
農

兵

一
三
号
」
と
な
っ
て
三
十
二
年
間
も
活
躍
し
、
「
に

志
き
丸
」
と
同
じ
年
に
解
体
さ
れ
た
。

こ
の
二
隻
の
解
体
で
、
戦
前
派
の
日
本
客
船
は
す

べ
て
姿
を
消
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
調

べ
て
い
る
う
ち
に
、
「
ロ
イ
ズ
船
名
録
」
の
上
で
は
ま

だ
現
役
の
船
が
三
隻
ほ
ど
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
東
亜
海
運
の

「
興
」
ク
ラ
ス
の

「興
亜
丸
」
と

「興
泰
丸
共
と
も
に

一
九
四
〇
年
建
造
）、
そ
れ
に
今

回
紹
介
す
る
日
清
汽
船
の

「湘
江
丸
」
で
、
い
ず
れ

も
中
国
の
長
江
水
域
の
河
用
貨
客
船
で
あ
る
。

「湘
江
丸
」
は
、
『
ロ
イ
ズ
船
名
録
』
で
は
貨
物
船
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
役
で
あ
れ
ば
船
齢
八

十
八
年
の
超
老
朽
船
で
あ
り
、
実
際
に
動
い
て
い
る

か
ど
う
か
は
未
確
認
だ
。

洞
庭
湖
航
路
の
起
浅
喫
水
客
船
と
し
て
誕
生

日
清
汽
船
と
い
う
船
会
社
は
、
明
治
の
半
ば
に
長

江
水
域
に
進
出
し
た
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
、
大
東

汽
船
、
測
南
汽
船
の
四
社
が
、
歳
合
す
る
外
国
の
船

会
社
に
対
抗
す
る
た
め
共
同
出
資
し
、
明
治
末
年
に

設
立
し
た
国
策
会
社
で
あ
る
。

「湘
江
丸
」
は
、
こ
の
日
清
汽
船
の
前
身
会
社
湖
南

汽
船
の
洞
庭
湖
航
路
用
貨
客
船
と
し
て
、
姉
妹
船
の

「抗
江
丸
」
と
と
も
に
、　
一
九
〇
三

（明
治
三
十
六
）

年
に
大
阪
鉄
工
所

（今
の
日
立
造
船
）
で
建
造
さ
れ

た
。
洞
庭
湖
航
路
と
は
、
長
江
中
流
の
漠
口
（武
漢
）

を
出
航
し
、
洞
庭
湖
畔
の
諸
港
に
寄
港
。
湘
江
を
遡

航
し
、
長
沙
を
経
て
、
毛
沢
東
の
出
身
地
と
し
て
知

ら
れ
る
湘
渾
に
至
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

洞
庭
湖
は
長
江
中
流
域
の
広
大
な
湖
で
あ
る
が
、

長
江
か
ら
大
量
の
ｉ
砂
が
流
入
し
堆
積
す
る
た
め
、

水
深
が
非
常
に
浅
い
。
筆
者
は
以
前
に
洞
庭
湖
を
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
千
上
が
っ
て
露
出
し
た
湖
底

が
、
は
る
か
か
な
た
ま
で
続
く
大
陸
的
な
光
景
が
脳

裏
に
強
く
焼
き
付
い
て
い
る
。
「湘
江
丸
」
は
、
こ
の

よ
う
な
き
び
し
い
水
路
事
情
の
も
と
で
定
期
運
航
に

従
事
し
た
客
船
で
あ
る
か
ら
、
喫
水
が
非
常
に
浅
い
。

千
ト
ン
近
い
船
で
あ
り
な
が
ら
、
喫
水
は
わ
ず
か

一

・
エ
メ
ー
ト
ル
。
そ
れ
で
も
冬
場
の
減
水
期
に
は
、

し
ば
し
ば
休
航
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

軍
艦

に
護
ら
れ
て
定
期
航
路
を
キ
ー
プ

水
深
の
浅
さ
の
ほ
か
、
も
う
ひ
と
つ
船
会
社
を
悩

ま
せ
た
の
は
、
は
げ
し
い
抗
口
活
動
に
よ
る
中
国
人

の
運
航
妨
害
で
あ
る
。
そ
の
た
め
航
略
開
設
時
の
水

路
測
量
の
際
に
は
、
砲
艦

「愛
宕
」
が
派
遣
さ
れ
た

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
蛇
足
だ
が
、
湖
南
人
は
首

か
ら
気
性
の
は
げ
し
い
こ
と
で
有
名
で
、
革
命
家
が

輩
出
し
て
い
る
。
前
述
の
毛
沢
東
の
ほ
か
、
毛
と
対

立
し
て
失
脚
し
た
彰
徳
懐
（毛
と
同
じ
湘
淳
の
出
身
）

と
劉
少
奇
も
そ
う
だ
し
、
最
近
で
は
郎
小
平
の
後
継

者
と
目
さ
れ
て
い
な
が
ら
失
脚
し
た
胡
耀
邦
も
河
南

人
で
あ
る
。

さ
て
日
清
汽
船
が
設
立
さ
れ
る
と
、
「湘
江
丸
」
は

同
社
に
移
り
、新
設
の
漢
ロ
ー
常
徳
間
に
就
航
し
た
。

洞
庭
湖
を
経
て
況
江
を
遡
る
こ
の
航
路
は
、
政
府
の

命
令
航
路
で
あ
り
、
開
業
初
航
海
の
際
に
は
砲
艦
「隅

田
」
が

「湘
江
丸
」
を
護
衛
し
た
。
だ
が
、
次
第
に

は
げ
し
さ
を
増
す
抗
日
活
動
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

定
期
航
海
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
は
実
質
的
に
困
難
と

な
り
、　
一
九
二
七

（昭
和
二
）
年
以
後
は
、
休
航
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

一
九
三
二

（昭
和
八
）
年
に

「湘
江
丸
」
は
中
円

人
船
主
に
身
売
り
。
次
い
で
二
年
後
に
は
上
海
の
船

二
の
手
に
渡
り
、
「
ヨ
ン
・
キ
ア
共
漠
字
名
不
明
）
と

名
前
が
変
わ
っ
た
。
就
航
航
路
は
、
日
清
汽
船
時
代

と
同
様
に
長
江
水
域
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
次
大
戦
後
も
健
在
で
、
新
中
国
成
立
後
は
、

中
国
遠
洋
運
輸
公
司
に
所
属
し
、
前
述
の
よ
う
に
貨

物
船
と
し
て
稼
働
し
て
い
る
よ
う
だ
。

私
の
よ
う
な
戦
前
生
ま
れ
の
晴
好
き
は
、
年
輸
を

重
ね
た

「湘
江
丸
」
の
よ
う
な
古
い
客
船
に
い
い
知

れ
ぬ
な
つ
か
し
さ
を
覚
え
る
。
ト
ン
の
せ
い
で
あ
ろ

う
か
。

山
田
　
廼
生
　
″


